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道路事業

工 事 名

事 業 名

令 和 ６ 年 度

高知市都市建設部道路整備課

課　長
課長
補佐 係　長 係

図面
番号

薊野大橋耐震補強工事

種　　別 橋梁耐震補強工一般図（その１）
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既設橋設計条件

コンクリート

設計震度

地盤種別

適 用 示 方 書

鉄　筋

鉄　筋

コンクリート

コンクリート

鉄　筋

使用鋼材

舗  　  　  装

縦  断  勾  配

60°20’00”（道路CLと河川中心線の交角）斜  　  　  角

24.95m+25.35m+25.20m+44.50m+40.50m+2*33.25m+43.00m+23.40m+23.15m+23.45m径　　間    長

340.0m橋          長

23.0m

TL-20

1等橋

V=50 km/h

R=250　～　A=132　～R=750

上 部 工

基 礎 工

下 部 工

平  面  線  形

横  断  勾  配

橋　　　　　略

設  計  速  度

有  効  幅  員

荷          重

kh=0.260

 種地盤

その他

道路橋示方書　平成2年

σck=21N/mm2 (呼び強度 σck=24N/mm2)

SD295

σck=21N/mm2

SD295

SS400,SM490Y,SM570

場所打ちRC床版：σck=24N/mm2

SD295

アスファルト舗装　t=60 mm

6.000%　～　5.000%

11径間鋼非合成鈑桁橋

場所打ち杭φ1200

逆T式橋台（A1,A2），逆T型式橋脚（P1～P10）

2.000%　～　5.000%

防錆仕様 一般塗装

構造

形式

使

用

材

料

上

部

下

部

基

礎

耐震

条件

県道後免中島高知線

久万川 二級河川　高知県管理　河川改修済み
交

差

物

件

JR土讃線

架　設　年　次

第4種　第1級道  路  規  格

下知33号線路　　線　　名

公園

その他市道等

平成8年6月

適 用 示 方 書
既設橋の耐震補強設計に関する技術資料（国総研資料第700号）

道路橋示方書-同解説(平成24年3月)

重 要 度 区 分

地　域　区　分

耐震設計条件
B種の橋

B1地域

工　　種 種　　別

橋脚補強工 RC巻立補強(P6) ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ吹付補強(P8)

横変位拘束構造

水平力分担構造(A1,P1～P10,A2)

RC壁突起(P3,P5,P7)

支承部補強

橋梁補強工法一覧表

緩衝チェーン(A1,P3,  ,A2) 緩衝ベルト(P5,P7)P8落橋防止構造

1)道路橋示方書(平成24年3月)に基づく必要けたかかり長は満足する。

橋梁耐震補強工一般図（その２）
正面図

A1橋台 P9橋脚

P1橋脚

S=1:150

工 事 名

事 業 名

令 和 ６ 年 度

高知市都市建設部道路整備課

課　長
課長
補佐 係　長 係

図面
番号

薊野大橋耐震補強工事

種　　別

道路事業

2/20橋梁耐震補強工一般図（その２）
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側面図

工 事 名 薊野大橋耐震補強工事

図面種　　別
番号

課長
事 業 名 道路事業 課　長 係　長 係補佐

令 和 ６ 年 度

高知市都市建設部道路整備課

 A1橋台水平力分担構造図（その１） 3/20



注：勾配については右から左に下がりを正とする。
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3. 図中詳細寸法は、現地実測の上決定すること。

2. 特記なきスカーラップは全てR35とする。

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注記

5. 高力ボルトの防錆は現場塗装とする。
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4. 鋼製ブラケットは主桁と同等以上の防錆塗装を施すものとする。

6. 高力ボルトの孔明けは、新規部材をφ26.5孔、主桁部をφ24.5孔とする。
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A1橋台水平力分担構造図（その２）

正面図
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3. 図中詳細寸法は、現地実測の上決定すること。

2. 特記なきスカーラップは全てR35とする。

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注記

4. ※印の部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

   付着量は、JIS H 8641 HDZ55とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

部 材 別 種　別 材　質 寸　法 数　量 適　要
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A1橋台水平力分担構造図（その３）

正面図 正面図側面図 側面図
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アンカーボルト詳細図 アンカーボルト詳細図
S=1:5 S=1:5

S=1:10

平面図 平面図
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P1橋脚水平力分担構造図（その１）
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平面図

工 事 名 薊野大橋耐震補強工事
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3. 図中詳細寸法は、現地実測の上決定すること。

2. 特記なきスカーラップは全てR35とする。

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注記

5. 高力ボルトの防錆は現場塗装とする。

寸　法部 材 別 種　別 材　質 数　量 適　要
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4. 鋼製ブラケットは主桁と同等以上の防錆塗装を施すものとする。

6.高力ボルトの孔明けは、新規部材をφ26.5孔、主桁部をφ24.5孔とする。
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橋軸直角方向

正面図
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B-B

C-C

D-D

S=1:10

P1橋脚水平力分担構造図（その２）

″a″部詳細
S=1:5

工 事 名 薊野大橋耐震補強工事

図面種　　別
番号

課長
事 業 名 道路事業 課　長 係　長 係補佐

令 和 ６ 年 度

高知市都市建設部道路整備課
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3. 図中詳細寸法は、現地実測の上決定すること。

2. 特記なきスカーラップは全てR35とする。

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注記

4. ※印の部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

   付着量は、JIS H 8641 HDZ55とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

注：勾配については右から左に下がりを正とする。
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P1橋脚水平力分担構造図（その３）

側面図

平面図 アンカーボルト詳細図
S=1:5

工 事 名 薊野大橋耐震補強工事

図面種　　別
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課長
事 業 名 道路事業 課　長 係　長 係補佐

令 和 ６ 年 度

高知市都市建設部道路整備課
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3. 図中詳細寸法は、現地実測の上決定すること。

2. 特記なきスカーラップは全てR35とする。

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注記
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3. 図中詳細寸法は、現地実測の上決定すること。
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1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。
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5. 高力ボルトの防錆は現場塗装とする。
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6. 高力ボルトの孔明けは、新規部材をφ26.5孔、主桁部をφ24.5孔とする。

7. La7は、La2を整数止め(1位四捨五入)した寸法とする。

　 La8は、La5を整数止め（1位四捨五入)した寸法とする。
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3. 図中詳細寸法は、現地実測の上決定すること。

2. 特記なきスカーラップは全てR35とする。

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注記

5. 高力ボルトの防錆は現場塗装とする。
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3. 図中詳細寸法は、現地実測の上決定すること。

2. 特記なきスカーラップは全てR35とする。

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注記

4. ※印の部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

   付着量は、JIS H 8641 HDZ55とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。
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3. 図中詳細寸法は、現地実測の上決定すること。

2. 特記なきスカーラップは全てR35とする。

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注記

4. ※印の部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

   付着量は、JIS H 8641 HDZ55とする。

   但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

20

550 

2530

20

545

19

21

540

21

19

540

20

20

540

1-51-41-31-21-1

4

平面図

橋軸直角方向

正面図

S=1:10

側面図

アンカーボルト詳細図
S=1:5

P9橋脚水平力分担構造図（その４）

G4-G5間

工 事 名 薊野大橋耐震補強工事

図面種　　別
番号

課長
事 業 名 道路事業 課　長 係　長 係補佐

令 和 ６ 年 度

高知市都市建設部道路整備課

 P9橋脚水平力分担構造図（その４） 19/20



【R6施工箇所】

水平力分担構造
水平力分担構造

 
RC巻き立て補強

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ吹付補強
落橋防止構造

水平力分担構造

水平力分担構造

水平力分担構造水平力分担構造

落橋防止構造
落橋防止構造

落橋防止構造
落橋防止構造

落橋防止構造

横変位拘束構造横変位拘束構造

水平力分担構造

水平力分担構造

350 25350 24800 40100

43000

23150 23000

70000665008500075500

橋長 340000

6
6
70

▽-2.068 ▽-2.210

61
0
0

74
0
0

▽-1.995

3
00

0

9
5
00

▽-3.150

15
6
00

▽-6.850

▽-2.600

1
2
50

0

11
8
00

▽-2.200

▽-6.390

1
49

0
0

▽-1.450 ▽-1.170 ▽-1.215 ▽-1.250

69
0
0

5
8
00

6
9
00

84
0
0

9000

100 桁長 75450 50 50 桁長 84900 50 50 桁長 66400 50 50 桁長 42900 50 50 桁長 69850 100

24500 350 44000450 350 32850350 32850 350 42200350 350 23000350 350

2径間連続非合成鈑桁　主桁G1～G10 2径間連続非合成鈑桁　主桁G1～G10 単純非合成鈑桁　主桁G1～G10 3径間連続非合成鈑桁　主桁G1～G83径間連続非合成鈑桁　主桁G1～G10

4
5
00

M
F

M
M M

F
M M F

M F
M M

M
M

F

3000 3000
1500

No.6 +1.00

No
.2
3 
+1
.0
0

横変位拘束構造 落橋防止構造

水平力分担構造

【施工済】

【将来施工】

【施工済】
【施工済】

【将来施工】

【将来施工】

【施工済】

【施工済】

【将来施工】 【将来施工】

【施工済】

【施工済】

【将来施工】

【将来施工】
【将来施工】

【将来施工】

【施工済】
【施工済】

水平力分担構造
【R6施工箇所】

水平力分担構造
水平力分担構造
【R6施工箇所】

河川区域

H.W.L．3.788

河川区域

N=7基
N=7基

N=25基

P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P10 A2A1 P1 P9

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8

1560 1370 3x2930=87903x2930=8790

11500 11500

23000

P1橋脚

G1 G2 G3 G4 G5 G6 G7 G8 G9 G10

11500 11500

23000

1.60%2.330%

1.976%

4x2305.6=9222.4 4x2305.6=9222.4

P9橋脚

4
5
00

2
5
00

水平力分担構造
【R6施工箇所】
N=7基

水平力分担構造
【R6施工箇所】

N=25基

【施工済】

【施工済】 【施工済】

2列/箇所
2列/箇所

▽地盤面 ▽地盤面

2
5
00

23000

4
5
00

23000

面積Ao = 23ｍ * 4.5m * 2箇所 = 207 掛㎡面積Ao = 23ｍ * 2.5m * 2箇所 = 115 掛㎡

仮設工図（参考図）

側面図
S=1:500

正面図
S=1:100

工 事 名 薊野大橋耐震補強工事

図面種　　別
番号

課長
事 業 名 道路事業 課　長 係　長 係補佐

令 和 ６ 年 度

高知市都市建設部道路整備課

20/20仮設工図（参考図）


